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コ
ラ
ム
◎
古
典
の
ひ
ろ
ば 

「
戒
蠹
損
」
の
蔵
書
印
覚
書 

岡 

田 

貴 

憲 
 

 
  

『
和
泉
式
部
日
記
（
物
語
）
』
の
諸
本
四
系
統
（
三
条
西
家
本
・
寛
元
本
・
応

永
本
・
混
成
本
）
中
、
応
永
本
系
統
に
属
す
る
京
大
本
『
和
泉
式
部
物
語
』
（
京

都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
、
国
文
学/Le1/1a

）
は
、
系
統
名
の
由
来

と
な
っ
た
「
于
時
応
永
廿
一
年
孟
春
日
書
之
／
権
大
納
言
従
二
位
為
尹
判
」
（
墨

付
六
三
丁
表
）
の
本
奥
書
を
備
え
、
同
系
統
を
代
表
す
る
伝
本
で
あ
る
。
江
戸
初

期
写
と
み
ら
れ
る
該
本
を
め
ぐ
っ
て
は
、
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
に
お
け

る
冷
泉
為
尹
（
一
三
六
一
〜
一
四
一
七
）
の
官
職
が
正
し
く
は
権
中
納
言
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
奥
書
の
信
憑
性
に
疑
義
を
呈
す
る
向
き
も
あ
り
、
ま
た
応
永
本
系
統

の
祖
本
が
奥
書
を
持
た
な
い
形
態
で
あ
っ
た
と
い
う
推
定
か
ら
、
こ
れ
を
系
統
の

代
表
と
み
な
す
こ
と
へ
の
反
論
も
強
い
が
、
同
系
統
下
の
他
系
伝
本
（
享
禄
奥
書

本
や
無
奥
書
本
）
に
対
し
て
異
な
る
本
文
的
特
徴
を
示
し
、
応
永
奥
書
を
伝
え
る

唯
一
の
現
存
本
と
し
て
、
京
大
本
は
今
日
も
な
お
無
二
の
価
値
を
有
す
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
重
要
伝
本
で
あ
り
な
が
ら
、
京
大
本
に
は
未
解
明
の
書
誌
事
項
が

存
す
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
戒
蠹
損
」
の
蔵
書
印
が
そ
れ
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
前
遊
紙
の
表
右
下
に
捺
さ
れ
た
陽
刻
の
朱
長
方
印
（
縦6.8cm

×

横3.9cm

）

が
、
不
明
瞭
な
が
ら
次
の
よ
う
に
推
読
で
き
る
印
文
を
持
つ
。 

戒
蠹
損
汚
／
秩
錯
闕
狼
／
藉
日
巖
居
／
士
藏
書
記 

 

「
日
巖
居
士
」
な
る
人
物
が
捺
し
た
こ
の
蔵
書
印
は
、
虫
害
や
帙
の
汚
損
、
修

復
時
の
綴
じ
誤
り
や
読
後
の
散
乱
と
い
っ
た
、
書
物
へ
の
不
当
な
扱
い
を
厳
に
慎

む
よ
う
求
め
た
（
あ
る
い
は
自
戒
し
た
）
も
の
で
あ
る
ら
し
い
が
、
そ
の
印
主
は

も
ち
ろ
ん
、
捺
印
の
時
期
す
ら
も
従
来
明
ら
か
に
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ

は
先
行
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
存
在
自
体
も

言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
蔵
書
印
な
の
で
あ
る
。 

 

＊ 

  

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
三
月
八
日
に
現
所
蔵
先
へ
収
め
ら
れ
た
京
大
本
が
初

め
て
学
界
に
知
ら
れ
た
の
は
、
謄
写
印
刷
で
の
全
冊
原
寸
大
複
製
を
行
っ
た
小
川

寿
一
校
訂
『
応
永
本
影
写
和
泉
式
部
日
記
（
龍
谷
大
学
国
文
学
会
出
版
叢
書
第
三

編
）
』
（
龍
谷
大
学
国
文
学
会
、
一
九
二
八
年
。
再
刊
は
趣
味
講
座
出
版
部
、
一

九
三
七
年
）
に
よ
る
。
そ
の
中
で
は
不
完
全
な
が
ら
こ
の
蔵
書
印
が
再
現
さ
れ
て

い
る
が
、
同
書
の
「
は
し
が
き
」
に
は
一
切
の
言
及
が
な
い
。
ま
た
、
後
に
翻
刻

を
含
め
て
刊
行
さ
れ
た
影
印
本
の
、
佐
竹
昭
広
編
『
応
永
本
和
泉
式
部
物
語 

京
都

大
学
蔵
（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
四
）
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）

も
、
詳
細
な
解
説
（
遠
藤
嘉
基
担
当
）
を
収
め
な
が
ら
こ
の
蔵
書
印
に
は
触
れ
ず
、

こ
れ
に
先
だ
っ
て
『
和
泉
式
部
日
記
』
の
現
存
諸
本
を
網
羅
し
た
吉
田
幸
一
『
和

泉
式
部
研
究 

一
』
（
古
典
文
庫
、
一
九
六
四
年
）
に
至
っ
て
は
、
「
第
一
葉
右
上

に
は
『
京
都
帝
国
大
学
図
書
印
』
の
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
」
と
記
す
の
み
で
、

あ
た
か
も
右
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
な
い
か
の
趣
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
か
つ
て
岡
田
貴
憲
・
松
本
裕
喜
編
『
『
和
泉
式
部
日
記
／
和
泉
式
部
物

語
』
本
文
集
成
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
で
の
書
誌
記
載
に
際
し
、
先
行

研
究
が
揃
っ
て
等
閑
視
し
て
き
た
こ
の
蔵
書
印
の
判
読
を
試
み
、
「
戒
蠧
損
汚
秩

錯
闕
狼
藉
大
□
居
士
藏
書
記
」
と
推
読
し
つ
つ
も
疑
問
を
残
し
て
い
た
。
本
稿
で

示
し
た
印
文
も
依
然
完
全
な
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
を
あ
え
て
紹
介
し
た

の
は
、
右
記
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
「
不
誠
実
」
さ
を
正
す
と
と
も
に
、
京
大
本

－59－



の
来
歴
を
示
す
数
少
な
い
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
蔵
書
印
の
他
出
を
広
く
求
め

た
い
と
い
う
狙
い
に
よ
る
。
そ
こ
で
い
ま
管
見
に
及
ん
で
い
る
他
出
例
二
つ
を
あ

わ
せ
て
提
示
す
る
こ
と
で
、
向
後
の
備
え
と
す
る
。

＊

 

他
出
の
一
例
目
は
、
下
河
辺
長
流
（
一
六
二
四
〜
一
六
八
六
）
の
著
で
あ
る
『
枕

詞
燭
明
抄
』
全
三
巻
の
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
三
冊
本
（E31/64

）
で
あ
り
、

京
大
本
『
和
泉
式
部
物
語
』
と
同
様
に
、
各
冊
の
墨
付
一
丁
表
右
下
に
「
戒
蠹
損
」

の
蔵
書
印
を
捺
す
。
該
本
の
刊
記
「
寺
町
通
二
條
上
ル
町

寺
田
与
平
次
板
行
」
は

刊
年
を
記
さ
な
い
が
、
版
元
・
寺
田
与
平
次
重
徳
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
五
）
か

ら
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
か
け
て
俳
諧
書
肆
と
し
て
活
動
し
た
著
名
な
俳
人

で
あ
る
（
雲
英
末
雄
「
延
宝
期
の
重
徳
」
『
連
歌
俳
諧
研
究
』
第
四
八
号
、
一
九

七
五
年
一
月
）
。
『
枕
詞
燭
明
抄
』
の
初
刊
は
寛
文
十
年
（
一
六
六
九
）
西
澤
太

兵
衛
板
と
さ
れ
、
該
本
は
そ
れ
以
降
の
再
版
本
と
み
ら
れ
る
。

 

該
本
に
は
他
に
「
泉
原
實
印
」
な
る
印
主
不
明
の
陽
刻
朱
方
印
と
、
「
青
洲
文

庫
」
の
陽
刻
朱
長
方
印
が
捺
さ
れ
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
現
所
蔵
先
に

よ
る
購
入
以
前
は
、
素
封
家
の
渡
辺
壽
（
一
八
〇
三
〜
一
八
七
五
）
、
信
（
号
青

洲
、
一
八
四
〇
〜
一
九
一
一
）
、
澤
次
郎
（
一
八
七
〇
〜
一
九
一
一
）
に
よ
る
旧

蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
戒
蠹
損
」
の
蔵
書
印
は
少
な
く

と
も
渡
辺
澤
次
郎
以
前
の
旧
蔵
者
を
印
主
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

 

他
出
の
二
例
目
は
、
『
隋
書
』
全
八
十
五
巻
の
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
二

十
五
冊
本
（222.047/Z6/1

）
で
あ
り
、
や
は
り
各
冊
の
墨
付
一
丁
表
右
下
に
「
戒

蠹
損
」
の
蔵
書
印
を
捺
す
。
該
本
は
万
暦
二
十
六
年
（
一
五
九
八
）
刊
本
の
後
刻

で
あ
り
、
「
天
保
十
五
年
甲
辰
十
月
」
の
奥
付
か
ら
刊
年
が
天
保
十
五
年
（
一
八

四
四
）
と
分
か
る
た
め
、
蔵
書
印
の
使
用
時
期
が
さ
ら
に
絞
り
込
ま
れ
る
。

 

ま
た
該
本
に
は
、
他
に
唐
津
藩
小
笠
原
家
に
よ
る
「
笠
家
文
庫
」
の
陽
刻
朱
長

方
印
と
豊
津
藩
の
藩
校
に
よ
る
「
育
徳
館
」
の
陽
刻
朱
円
印
が
捺
さ
れ
る
。
小
笠

原
家
に
よ
る
唐
津
藩
の
支
配
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
か
ら
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
の
間
、
ま
た
豊
津
藩
に
よ
る
育
徳
館
の
設
置
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
蔵
書
印
は
他
の
資
料
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
竹
取
物

語
』
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
刊
本
（93-2

）
な
ど
）
で
も
併
せ
捺
さ
れ
る
た
め
、

該
本
が
両
者
間
で
継
承
さ
れ
た
と
分
か
る
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
三
月

二
十
四
日
に
該
本
を
購
入
し
た
現
所
蔵
先
は
育
徳
館
の
旧
蔵
書
を
他
に
も
収
め
る

た
め
、
「
戒
蠹
損
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
の
は
小
笠
原
家
の
所
蔵
よ
り
も
前
、

つ
ま
り
天
保
十
五
年
か
ら
遅
く
と
も
明
治
四
年
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

＊

 

こ
れ
ら
の
他
出
例
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
戒
蠹
損
」
の
蔵
書
印
を
捺
し
た
の

が
十
九
世
紀
後
半
の
恐
ら
く
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
人
物
が
京
大

本
『
和
泉
式
部
物
語
』
の
所
蔵
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
矛
盾
な
く
推
定
で
き
る
。

 

蓋
し
、
印
文
が
難
読
あ
る
い
は
印
主
が
不
明
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
書
誌
記
載
を

省
く
「
不
誠
実
」
な
態
度
は
、
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
限
ら
ず
古
典
籍
を
扱
う
先

行
研
究
全
般
に
潜
在
す
る
問
題
に
違
い
な
く
、
現
在
判
明
し
て
い
る
捺
印
資
料
が

仮
名
日
記
・
歌
学
書
・
漢
籍
と
分
野
を
跨
ぐ
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
「
戒
蠹
損
」
の

蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
資
料
は
案
外
多
く
現
存
し
て
い
る
の
で
は
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
覚
書
を
全
容
解
明
に
向
け
た
一
歩
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
擱
く
。

（
お
か
だ 

た
か
の
り
・
九
州
大
学
大
学
院
准
教
授
）
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